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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
元
気
で
お

過
ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。
昨
年
は
押
上

の
地
に
六
百
M
級
の
世
界
一
高
い
新
東
京

タ
ワ
ー
の
建
設
が
決
定
し
ま
し
た
。
押
上

一
丁
目
仲
町
会
は
新
東
京
タ
ワ
ー
に
隣
り

合
わ
せ
に
位
置
す
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。

新
東
京
タ
ワ
ー
が
完
成
す
れ
ば
町
会
会
館

の
二
階
よ
り
窓
を
開
け
れ
ば
座
っ
て
タ

ワ
ー
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
先
輩

方
が
良
い
場
所
に
町
会
会
館
を
建
設
し
て

下
さ
い
ま
し
た
ね
、
心
よ
り
感
謝
し
て
居

り
ま
す
。
街
の
風
景
も
変
わ
り
ま
す
。
タ

ワ
ー
の
在
る
町
。
タ
ワ
ー
の
見
え
る
町
。

ど
う
か
す
ば
ら
し
い
町
会
づ
く
り
の
た
め
、

町
内
の
皆
さ
ん
で
安
全
、
安
心
な
住
み
や

す
い
町
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

押
上
一
丁
目
仲
町
会
会
長

高

橋

邦

夫

【

事

業

部

の

活

動

】

 

墨
田
区
は
防
火
防
災
に
力
を
入
れ
て
い

る
た
め
私
共
町
会
も
定
期
的
な
防
災
訓
練

に
町
会
の
会
員
の
皆
様
に
参
加
頂
き
有
意

義
な
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

安
全
、
交
通
部
、
福
利
厚
生
部
、
青
少
年

育
成
部
、
環
境
衛
生
部
、
慶
弔
部
、
会
館

管
理
部
、
広
報
部
等
も
日
夜
活
動
し
て
い

ま
す
。

【

わ

が

町

の

紹

介

】

大人神輿町内巡行

大人連合神輿
子供神輿町内巡行

Rising East Projectポスターより

新東京タワー

　

押
上
一
丁
目
仲
町
会
は
右
の
地
図
に
示

し
ま
す
よ
う
に
黒
枠
で
囲
み
ま
し
た
地

域
で
す
。
新
東
京
タ
ワ
ー
か
ら
目
と
鼻

の
先
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
数
は

二
百
三
十
九
と
小
さ
な
町
会
で
す
が
、
昔

情
緒
が
残
っ
て
お
り
、
隣
近
所
の
皆
様
方

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
円

滑
で
す
。
当
町
会
の
氏
神
は
飛
木
稲
荷
で

す
。
祭
礼
は
九
月
中
旬
に
行
わ
れ
、
町
会

の
役
員
の
皆
様
方
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様

方
の
協
力
に
よ
り
和
気
藹
々
と
し
た
お
祭

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
人
神
輿
、
な

ら
び
に
子
供
神
輿
、
町
内
巡
行
を
し
て
い

ま
す
。
町
会
の
活
動
に
Ｏ
Ｓ
Ｔ
会
員
、
婦

人
会
、
子
ど
も
会
の
役
員
な
ら
び
に
会
員

の
方
々
が
積
極
的
に
参
加
頂
き
楽
し
い
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Google mapより

役員の方々

防災訓練 防災訓練会場まで行進
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